　　　　　　　　　　　　　        建物売買契約書

第１条　山田太郎（以下「甲」という。）は田中五郎（以下「乙」という。）に対し、後記表示の建物を原状有姿のまま空き家としてその敷地の借地権と共に売り渡し、乙はこれを買い受ける。

第２条　甲は乙に対して売買代金総額金＊＊円を下記のとおり支払う。

（１）本契約締結と同時に手付金として金＊＊円（残代金支払のとき代金に充当）

（２）残代金＊＊円は、平成＊＊年＊＊月＊＊日までに第３条記載の建物所有権移転登記申請並びに敷地の所有者斉藤一郎発行の借地権譲渡承諾書と引換えに支払う。

第３条　甲は乙に対し、後記建物につき平成＊＊年＊＊月＊＊日までに前条（２）の残代金＊＊円の受領と引換えに、後記建物の所有権を移転し、かつその登記申請並びに空き家の状態における引渡、及び敷地の所有者斉藤一郎の借地権譲渡承諾書の交付を履行する。

第４条　甲は乙に対し、後記建物の敷地について、瑕疵のない借地権を移転するものとし、借地権譲渡の要する敷地所有者の承諾料、名義書換料など名義のいかんを問わず、乙が甲の有していた借地権を承継するについて必要な一切の費用はすべて甲の負担とし、これに関し乙は第２条の代金額を支払う以外に一切の費用を負担しない。

第５条　第三条の所有権移転のときまでに後記建物が滅失又は毀損したときは甲の負担とし、乙は代金の支払を免れ、あるいは代金の減額を請求することができる。毀損により建物が使用に耐えないときは乙は甲に対し本契約を解除することができる。

第６条　甲が第３条に規定された平成＊＊年＊＊月＊＊日までに、敷地所有者斉藤一郎の借地権譲渡承諾書を乙に交付できないときは、甲の債務不履行とみなされ、乙は催告を要せず本契約を解除することができる。

上記のとおり本契約が成立したので本証書２通を作成し、甲乙各１通を保有する。

平成＊＊年＊＊月＊＊日

　　　　　　　　　　　　　　　　　貸主（甲）東京都＊＊＊＊＊＊＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山田太郎　印

　　　　　　　　　　　　　　　　　借主（乙）東京都＊＊＊＊＊＊＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田中五郎　印

(建物の表示）

略
